
 

MIRAI プログラム・2022 令和 4年度結果概要 

 

１．プログラム概要 

外務省では，令和４年度，「対日理解促進交流プログラム」の一環として,「ＭＩＲ

ＡＩプログラム」との名前で，日本の政治・社会・歴史及び外交政策に関する理解促

進や日本の魅力等の積極的な発信を目的とし,欧州・中央アジア・コーカサス地域か

ら,将来の活躍が期待される大学生・大学院生及び若手実務者１６４名を招へいしまし

た。 

本プログラムでは、地域又はテーマ毎に計６グループに分けて, まず訪日前オンラ

インプレプログラムを行い、つづいて対面招へいを実施しました。 

第１グループ（西バルカン地域）は令和５年２月２８日から３月７日まで,第２グル

ープ（政治・安全保障）は令和５年２月１４日から２月２１日まで,第３グループ（経

済・ビジネス・グリーン）は令和４年１２月１４日から１２月２１日まで,第４グルー

プ（科学技術・イノベーション）は令和５年２月１４日から２月２１日まで,第５グル

ープ（文化・芸術）は令和４年１２月１４日から１２月２１日まで,第６グループ（中

央アジア・コーカサス地域・「法の支配」）は令和５年３月７日から３月１４日まで,そ

れぞれ実施しました。 

参加者は,行政機関での講義の他,企業訪問,大学訪問,地方訪問,文化体験を通じ,日

本を取り巻く国際情勢や日本の社会・経済・科学技術について理解を深めました。日

程を終えた参加者からは,今後も日本に関心を持ち続け,またプログラムで育んだ日本

との繋がりや学生交流で生まれた友情を大切にしていきたいとの思いも聞かれてお

り，帰国後にそれぞれＳＮＳやその他のメディアを通じて,日本で学んだことや日本の

魅力等を積極的に発信しています。この様に，本プログラムは,国際社会における対日

イメージの向上や，日本に対する関心を持続的に高める役割を果たしています。 

 

２．参加国・人数及び訪問地 

第１グループ（平和構築） 

西バルカン諸国 ６ヵ国,２３名 

No. 国名 人数

（名） 

No. 国名 人数

（名） 

1 アルバニア 3 4 ボスニア・ヘルツェゴビナ 6 

12 コソボ 4 5 北マケドニア 4 

3 セルビア 5 6 モンテネグロ 1 

総計 23 

（訪問地：東京都、広島県） 



 

 

第２グループ（政治・安全保障） 

欧州１６か国（国籍１６ヵ国）, ４２名 

No. 国名 人数

（名） 

No. 国名 人数

（名） 

1 イタリア 6 9 ノルウェー 1 

2 ウクライナ 1 10 ハンガリー 1 

3 英国 5 11 フィンランド 3 

4 オランダ 2 12 フランス 4 

5 スウェーデン 1 13 ブルガリア 1 

6 スペイン 5 14 ベラルーシ 1 

7 チェコ 1 15 ベルギー 2 

8 ドイツ 6 16 ポーランド 2 

総計 42 

（訪問地：東京都,広島県） 

  ＊選出国英国のうちギリシャ国籍１，スペイン国籍１ 

 ＊選出国ノルウェーのうちギリシャ国籍１ 

 

第３グループ（経済・ビジネス・グリーン） 

欧州１５ヵ国（国籍 １５ヵ国）,３４名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 アイスランド 2 9 デンマーク 1 

2 イタリア 3 10 ドイツ 5 

3 英国 3 11 フランス 5 

4 オランダ 2 12 ベルギー 2 

5 キプロス １ 13 ポルトガル 2 

6 ギリシャ 1 14 マルタ 1 

7 スペイン 4 15 ルクセンブルク 1 

8 スロベニア 1    

総計 34 

（訪問地：東京都,大阪府、兵庫県） 

＊選出国オランダから,ドイツ国籍１ 

＊選出国ルクセンブルクから,ベルギー国籍１ 

＊選出国英国から,ポーランド国籍 1 



 

＊選出国デンマークにフェロー諸島を含みます 

 

第４グループ（科学技術・イノベーション） 

選出国 欧州１７ヵ国（国籍１８ヵ国）,３５名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 イタリア 5 10 スペイン 1 

2 ウクライナ 2 11 スロバキア 2 

3 英国 4 12 ドイツ 3 

4 エストニア 2 13 フランス 3 

5 オーストリア 3 14 ブルガリア 1 

6 オランダ 1 15 ポーランド 2 

7 クロアチア 1 16 ポルトガル 1 

8 スイス 1 17 リトアニア 1 

9 スウェーデン 2    

総計 35 

（訪問地：東京都,茨城県） 

＊選出国イタリアからアルバニア国籍１ 

＊選出国英国からポーランド国籍１ 

＊選出国スウェーデンからギリシャ国籍１、ドイツ国籍１ 

 

第５グループ（文化・芸術） 

欧州３ヵ国（国籍 ３か国）,５名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 ギリシャ 3  3 ルーマニア 1 

2 クロアチア 1    

総計 5 

（訪問地：東京都,大分県） 

 

第６グループ（法の支配） 

中央アジア・コーカサス地域 ６ヵ国（国籍６ヵ国）,２５名 

No. 国・機関名 人数

（名） 

No. 国・機関名 人数

（名） 

1 アゼルバイジャン 5 4 キルギス 6 



 

2 アルメニア 3 5 ジョージア 6 

3 カザフスタン 2 6 タジキスタン 3 

総計 25 

（訪問地：東京都,京都府） 

 

 

３．日程 

 第１グループ（西バルカン） 

3 月 1 日（水） 本邦着 

来日時オリエンテーション 

3 月 2 日（木） 上智大学（四谷キャンパス）で学校交流 

3 月 3 日（金） 東京都から広島県に移動 

3 月 4 日（土）～５日（日） 広島視察 

(被爆 2世による“sokoiko!広島ピースツアー”,平和記念公園, 広島平

和記念資料館)  

3 月 6 日（月） 都内視察, 外務省での成果報告会 

3 月 7 日（火）   本邦発 

 

 

 第２グループ（政治・安全保障） 

２月１４日（火）   本邦着 

２月１５日（水）   オリエンテーション 

２月１６日（木）   都内視察 

政策研究大学院大学（GRIPS）で学校交流 

２月１７日（金）   海上自衛隊術科学校との交流 

 

２月１８日（土）－１９日（日） 広島視察 

（広島ピースツアー,平和記念資料館,宮島,縮景園） 

２月２０日（月）   都内視察,成果報告会 

２月２１日（火）   本邦発 

 

 

第３グループ（経済・ビジネス・グリーン） 

１２月１６日（金）  本邦着, オリエンテーション 

１２月１７日（土）  都内視察 

１２月１７日（土）～２０日（火） 大阪府, 兵庫県視察 



 

（おおさかATCグリーンエコプラザ,関西大学,堺伝統産業会館,も

のづくりビジネスセンター大阪MOBIO, UNOPS S3iイノベーション

センター・ジャパン,起業プラザひょうご, 神戸大学） 

１２月２１日（水）  上智大学での学校交流,都内視察,外務省での報告会 

１２月２２日（木）  本邦発 

 

第４グループ（科学技術・イノベーション） 

２月１５日（水）  本邦着,オリエンテーション 

２月１６日（木）  理化学研究所視察 

    芝浦工業大学での学校交流 

２月１７日（金）～１９日（日）茨城県視察 

     東京理科大学スペースシステム創造研究センター視察 

    茨城県筑波市に移動 

JAXA筑波宇宙センター視察 

サイバーダインスタジオ視察 

県立歴史館,偕楽園,牛久大仏           

２月２０日（月）   都内視察,外務省での報告会 

２月２１日（火）  本邦発 

 

 

第５グループ（文化・芸術） 

１２月１６日（金）  本邦着, オリエンテーション 

１２月１７日（土）～１９日（月） 大分県視察 

（別府市竹細工伝統産業会館,大分県立芸術文化短期大学, アート NPO BEPPU PROJECT NPO 

Beppu Project, 海地獄） 

１２月１９日（月）  東京藝術大学での学校交流 

１２月２０日（火）  都内視察（歌舞伎座, チームラボプラネッツ） 

１２月２１日（水）  都内視察（公共国立博物館） 

 外務省での報告会 

１２月２２日（木）  本邦発 

 

 第６グループ（中央アジア・コーカサス地域・｢法の支配｣） 

３月８日（水）  本邦着,オリエンテーション,外務省での講義 

３月９日（木）  都内視察（最高裁判所.国連アジア極東犯罪防止研修所等） 

３月１０日（金）～１２日（日） 京都へ移動 

   京都大学で学校交流 



 

   京都市視察（高台寺,伝統産業ミュージアム,金閣寺,友禅工房） 

３月１３日（月） 都内視察,研修（西村あさひ法律事務所） 

   外務省での報告会 

３月１４日（火） 本邦発 

  



 

４．MIRAIプログラム記録写真 

第１グループ（西バルカン諸国・平和構築） 

  

3 月 1 日 来日時オリエンテーション 3 月 2 日【学校交流】上智大学 

  

3 月 2 日【テーマ関連講義】 

独立行政法人国際協力機構（JICA） 

3 月 3 日【関係者との意見交換会】 

広島平和構築人材育成センター（HPC) 

  

3 月 3 日【歴史的建造物等視察】広島城 3 月 4 日【平和関連視察】広島バーチャルツアー 



 

 
 

3 月 4 日【文化体験】書道体験 3 月 5 日【歴史的建造物等視察】宮島・嚴島神社 

  

3 月 6 日【歴史的建造物等視察】浅草寺 3 月 6 日【ワークショップ】【報告会】 

（写真：外務省提供） 

  

第２グループ（政治・安全保障） 

  

2 月 15日 来日時オリエンテーション 2 月 16日【歴史的建造物等視察】浅草寺 



 

  

2 月 16日【学校交流・講義】政策研究大学院大学 2 月 17日【テーマ関連施設・機関視察】海上自衛隊第

１術科学校 

  

2 月 18 日・19 日【平和関連視察】広島バーチャルツ

アー「sokoiko! 広島ピースツアー」 

2 月 18日・19日【平和関連視察】平和記念公園・広

島平和記念資料館 

  

2 月 18日・19日【文化体験】書道体験 2 月 18日・19日【歴史的建造物等視察】宮島 



 

  

2 月 18 日・19 日【地域産業・企業視察】宮島伝統産

業会館 

2 月 18日・19日【地域産業・企業視察】縮景園 

  

  



 

第３グループ（経済・ビジネス・グリーン） 

  

12月 16日来日時オリエンテーション 12月 17日【歴史的建造物等視察】浅草寺 

  

12 月 18 日 【テーマ関連視察・機関視察】おおさか

ATCグリーンエコプラザ 

12月 18日【文化体験】茶道体験（関西大学） 

  

12月 19日【テーマ関連視察・機関視察】堺伝統産業

会館「堺伝匠館」 

12 月 19 日【テーマ関連視察・機関視察】ものづく

りビジネスセンター大阪 MOBIO  



 

  

12月 19日【歴史的建造物等視察】大阪城 12月 20日【テーマ関連視察・機関視察】UNOPS S3i 

イノベーションセンター ジャパン UNOPS S3i 

Innovation Centre Japan  

  

12月 20日【学校交流】神戸大学  12月 21日【学校交流】上智大学 

  

12月 21日【テーマ関連視察・機関視察】東京証券取

引所 東証アローズ 

12月 21日【報告会】集合写真（写真：外務省提供） 



 

第４グループ（科学技術・イノベーション） 

  

2 月 15日 来日時オリエンテーション 2 月 16 日【テーマ関連施設・機関視察】理化学研究

所革新知能統合研究センター 

  

2 月 16日【学校交流】芝浦工業大学 2 月 17日【テーマ関連施設・機関・最先端技術視察・

講義】東京理科大学スペースシステム創造研究セン

ター 

 

 



 

2 月 17日【テーマ関連施設・機関・最先端技術視

察・講義】 JAXA筑波宇宙センター 

2 月 17日【テーマ関連施設・機関・最先端技術視察・

講義】サイバーダインスタジオ 

 

 

2 月 18日【視察・講義・体験】茨城県立歴史館 2 月 18日【視察】偕楽園 

  

2 月 19日【歴史的建造物等視察】牛久大仏 2 月 19日【文化体験】茶道体験 茶禅（浅草） 

  

2 月 19日【歴史的建造物等視察】浅草寺 2 月 20日【地域産業・企業視察】株式会社 TBM 



 

  

2 月 20日【表敬訪問】（写真：外務省提供） 2 月 20日【表敬訪問】（写真：外務省提供） 

 

第５グループ（文化・芸術） 

 

 

12月 16日 来日時オリエンテーション 12月 17日【地域産業視察・文化体験】別府市竹細工

伝統産業会館 

  

12月 17日【視察・体験】 海地獄 12月 17日【テーマ関連視察・文化体験】東アジア文



 

化都市関連イベント 長唄・三味線演奏体験会 

 
 

12月 18日【テーマ関連講義・体験】一文人形絵付け

体験（大分県立芸術文化短期大学） 

12 月 18 日【ホームビジット】アート NPO BEPPU 

PROJECT 清島アパート 

  

12月 19日【学校交流】東京藝術大学 12月 19日【学校交流】東京藝術大学 

  

12月 19日【歴史的建造物等視察】浅草寺 12月 20日【都内視察】チームラボプラネッツ TOKYO 

DMM 



 

  

12月 20日【テーマ関連講義・体験】江戸切子づくり

体験  

12月 21日【テーマ関連視察】東京国立博物館 

 

12月 21日【報告会】集合写真（写真：外務省提供） 

 

第６グループ（中央アジア・コーカサス地域・「法の支配」） 

  

3 月 8 日【日本理解講義／基調講演】 外務省 中央

アジア・コーカサス室、総合外交政策局安全保障政

策課 

3 月 9 日【テーマ関連施設・機関視察】最高裁判所 



 

  

3 月 9 日【テーマ関連施設・機関視察】国際法務総合

センター 

3 月 10日【学校交流】京都大学 

  

3 月 11日【文化体験】高台寺にて座禅体験 3 月 11日【歴史的建造物等視察】京都伝統産業ミュ

ージアム 

  

3 月 11日【歴史的建造物等視察】金閣寺 3 月 12 日【文化体験】友禅染体験工房（古代友禅株

式会社）にて友禅染体験 



 

  

3 月 13日【テーマ関連講義・関係者との意見交換会】

西村あさひ法律事務所 

3 月 13日【ワークショップ】【報告会】 

 

 

５．参加者の感想 

第１グループ（西バルカン） 

 北マケドニア 社会人 

私は日本のことをかなり知っていると思っていましたが、この交流を通して、全く知らない

ということがわかりました！日本の文化には、アニメやビデオ、映画を通して出会うことが

多いです。日本の歴史、あらゆる文化、音楽、楽器、芸術を知るという点において、オンラ

イン交流プログラムはとても有意義ですが、これまで私たちが学んできたことを実際に体

験して、それに触れ、見聞きすることができると、より素晴らしいものとなるでしょう。 

 ボスニア・ヘルツェゴビナ 大学生 

北斎漫画について学んだり、日本文化への関心について他の参加者と議論したことは、とて

も興味深く、この事前交流プログラムは本当に充実していました。 

 アルバニア 社会人 

  広島ピースツアーは、深い印象を残しました。広島と長崎の人々が経験した未曾有の悲惨さ、

原爆投下後の心の傷、そして彼らがこの恐ろしい悲劇を乗り越えて復興し、さらに強くたく

ましく、同時に深い平和的価値観を持つようになった事実は、私にとって長く続くインスピ

レーションとなることでしょう。 

◆ ボスニア・ヘルツェゴビナ 大学院生 

私が一番印象に残っているのは、広島訪問です。平和記念公園を訪れ、ピースツアーに参加

したことは、私の一生の宝物になりました。平和についての新しいあり方や考え方を学ぶこ

とは、心を揺さぶられる経験でした。また、広島中心部に行き、そこで出会った人たちとの

ご縁は、間違いなく一生忘れられない体験となりました。また、上智大学を訪れ、小松先生

や学生たちと議論したことも、非常に有益な経験でした。 



 

◆ セルビア 大学生 

  東京と広島、特に平和記念公園で、過ごした 1週間で明らかになったのは、日本と母国が現

在おかれてる状況は比較にならないということでした。日本の戦争は降伏するという予想

された結果で終結しました。しかし、私の地域では、戦争や物理的な戦場がないにもかかわ

らず、概念や文化・歴史に基づく対立や、メディアによる扇動や、司法におけるパラダイム

シフトによる対立に直面しており、それらは終わらないようです。日本の場合（具体的には

アメリカとの関係）とは異なり、西バルカン半島の緊張はやむことなく、むしろ、メディア、

政治的ゲーム、内省の欠如によって煽られ、エスカレートするばかりです。私は、教育や強

靭性構築に取り組むことがいかに重要であるかを理解しました。 

 

第２グループ（政治・安全保障） 

 スペイン 社会人  

完全に取って代わるとは言えないですが、訪日できない時期において、すばらしい代替プロ

グラムであったと思います。日本へ行く前に、日本の文化や社会について学び、自分を成長

させることができて良かったです。なぜなら、訪日の際に、その知識を生かすことができる

からです。 

 イタリア 社会人   

プレゼンテーションはとても興味深く、とても魅力的なものでした。きっと多くの人々を魅

了しているであろうアニメの世界を掘り下げるなど、同じような形式での交流の場が継続

されるといいなと思います。 

◆ イタリア 大学生 

平和記念公園と広島平和記念資料館の訪問は、最も印象的な体験でした。平和について深く

考え、世界が平和を実現し維持するために、個人でも、また仕事を通してでも自分に何がで

きるかを考えることができました。また、書道やしゃもじの飾り付けなどの文化体験も楽し

かったです。また、ぜひ参加してみたいと思います。 

 英国 大学生  

特に宮島訪問と広島でのピースツアーが楽しかったです。原爆 2 世の方から話を聞き、大

変深く強い感銘を受けました。宮島の超現実的な自然の美しさと対照的でした。 

◆ ドイツ 大学生 

広島平和記念資料館の視察、広島でのピースツアー、宮島訪問が最も印象に残っています。

日本の人々に混ざって、日本人の日常を垣間見ることができました。平和記念公園で感じた

ことは、何とも言えない重苦しさでした。広島平和記念資料館では、被爆者の物語を読む機

会があり、涙が出ました。宮島では、日本人観光客に混ざって、歴史と文化を間近で見るこ

とができ、息をのむほどの経験でした。 

◆ ベルギー 大学生 

私の一番の思い出は、江田島市です。学校訪問は、私にとってありがたい恩恵でした。学校



 

の指導者や学生との交流は、日本の国家安全保障をより深く理解する上で素晴らしいもの

でした。私たちは率直な意見交換を行い、この絆は長く続くことと思います。また、外務省

でのプログラムは、特にハイランクな公務員との出会いが素晴らしい思い出となりました。

プログラムの実施期間中、私たちが勉強してきた日本の外交政策について理解促進に役立

ちました。 

◆ ギリシャ 社会人 

このプログラムの中で最も印象的だったのは、間違いなく広島平和記念資料館視察とピー

スツアーでした。広島を訪れることは、子ども頃からの強い憧れでした。今回実際に訪れて、

世界の平和構築や歴史、復興に関する貴重な知識を得ることができましたし、日本の危機管

理能力への関心もさらに高まりました。 

◆ フランス 大学院生  

海上自衛隊の幹部候補生に会って、彼らのモチベーションや訓練について詳しく知ること

ができてよかったです。日本の海上自衛隊がこれほど重要だとは知らなかったですし、海上

自衛隊が今後直面するであろう防衛上の課題を知ることができ、大変興味深かったです。ま

た、広島のピースツアーもとてもよかったです。原爆投下が人々に与えた影響や、世界的視

点から見た日本文化への影響を想像することができたからです。 

◆ フィンランド 大学生 

最も印象的だったのは、海上自衛隊第１術科学校や外務省で、日本の人々と交流したことで

した。どちらも会話をした時間は短かったのですが、理解促進に役立ちました。そして、も

ちろん、ピースツアーや広島平和記念資料館も、とても印象的でインパクトが強く、感情が

動かされたプログラムであり、このようなことが二度と起きないように努力したいと心か

ら思いました。 

 

第３グループ（経済・ビジネス・グリーン） 

 イタリア 大学院生 

このプレ交流プログラムは非常に興味深く、楽しいものだったと思います。日本や日本のマ

ンガの歴史についてたくさん学ぶことができましたし、ヨーロッパ中の人々と話すことが

でき、とても充実した時間を過ごすことができました。近いうちに、日本で、今回のような

活動に参加し、この素晴らしい交流の経験を共有した人たちと直接会う機会があればと思

います。今回の事前交流会を開催してくださったスタッフの皆様、ありがとうございまし

た。 

 ドイツ 大学院生 

私の印象ですが、このプレ交流オンラインプログラムは、現在のデジタル技術を最大限生か

したものでした。MIRAI プログラムはいつもよく構成されていて、内容も素晴らしく、幅広

いトピックを扱っており、私から改善についての提案はありません。 

 英国 大学院生 



 

ヨーロッパ人が日本について学ぶとき、言葉の壁や距離の問題、日本人に会うことができな

いことから、日本人から直接に学ぶ機会はあまりないように思います。しかし、このプログ

ラムは、感動的な形でその機会を与えてくれます。日本の伝統や文化について、国内外で有

名な学者、職人、政治家、ビジネスパーソンから学ぶことができるとは想像もしていません

でした。 

アイスランド 社会人 

すべての体験が印象的で、いくつか選りすぐることは難しいですが、特に印象的だった浅

草寺では信じられない光景が広がり、素晴らしい体験でした。貨幣博物館も興味深く勉強

になりました。茶道は忘れられない体験であり、感謝しています。先ほども言ったように、

プログラム全ての体験がとても特別で、選び難いですが、最も印象的だったことを一つ挙

げるとすれば、それは日本の人々でしょう。信じられないほどの優しさと、すべての人、

すべてのものに敬意を表すふるまいは、私たち全員が見習うべきものです。日本の文化は

素晴らしく、私は多くのことを学びましたし、大変感謝しています。 

英国 大学院生 

プログラムの中で最も印象的だったのは、浅草と東京証券取引所でした。 

MIRAI プログラムでは、視察先で著名なゲストの方々にご挨拶や町案内をしていただき、

IPO(新規株式公開)のようなイベントを見る素晴らしい機会などがあり、非常に貴重な体

験となりました。 MIRAIプログラムがなければ、このような場所を訪れ、体験することは

できなかったので、忘れられない経験になりました。 

スペイン 社会人 

ヨーロッパの学生を対象に、よく考えられたプログラムだと思います。学生同士の交流で

はお互いに意見交換をし、主要な機関や企業を視察できるのは素晴らしいことです。 

私はもう学生ではありませんが、もし修士課程に進むことになれば、今回、交流した 2つ

の大学にはとても感銘を受けましたので、ぜひ日本の大学への留学を考えたいと思います。 

 

第４グループ（科学技術・イノベーション） 

 クロアチア 社会人 

日本の文化や国全体について多くのことを学ぶことができ、とても充実しました。グループ

ディスカッションの時間をもう少し増やしたり、アンケートの時間を増やしたりして、与え

られたテーマについて自分の考えを表現することができればいいと思います。例えば、日本

への訪問に対する希望や期待（例えば、日本の都会だけでなく、田舎や自然も体験したいの

で、京都にも行きたいと答えた人が多かったです）。与えられたトピックは素晴らしく、私

たちの一般的な知識を広げるとともに、文化への理解を深めてくれました。 

 ポーランド 大学生 

プログラムのテーマはとても現代的で、参加者の好みや興味を持たせるとても楽しいもの

でした。私はマンガの歴史について学び、その起源や、何が影響して現在のもののようにな



 

ったのかを理解することができて良かったです。特に、最初にマンガという観念が生まれた

のがどれほど前のことで、そして長年にわたってさまざまな機能や技術が追加されてきた

ことに驚きました。講義は非常に興味深く深い内容で、北斎を鑑賞するためのデジタルツー

ルは素晴らしいアイデアですが、スムーズにストリーミングするためには非常に高速で安

定した接続が必要なため、zoom ミーティングを通じて楽しむのは簡単ではなかったです。

しかし、グループ別プログラムでは、すでに友人でもある参加者の仲間たちと再会すること

ができ、全員が楽しみましたし、次回はこのグループ別の時間がもう少し増えればと思いま

す。 

 オーストリア 大学院生 

私の知らなかった新しい側面も知ることができ、とても魅力的なテーマでした。北斎漫画は

漫画の起源であること。細萱敦教授に質問できたことがよかったです。 

 英国 大学生 

最も印象的だったのは間違いなく JAXAと東京理科大学スペースシステム創造研究センター

訪問でした。大学研究室で JAXAと協力し実際に宇宙で使用される予定の研究を見せていた

だき、更に宇宙飛行士訓練施設や指令センターを見学することができたのは忘れられない

経験になりました。 

 イタリア 大学院生 

学校交流で日本の大学を訪問できたことが本当に嬉しかったです。実際に学生達がどのよ

うに日常を過ごしているか、垣間見ることができました。また教授と学生の関係性もよく理

解できました。 

 エストニア 大学院生 

  茨城県立歴史館に心が引き付けられました。スタッフの方たちの対応は素晴らしかっ

たですし、歴史はとても興味深いものでした。理化学研究所革新知能統合研究センター（AIP

センター）の講義も本当に興味深かったです。AI は私の専門分野ではありませんがバイオ

ロジー等、他の分野ととてもうまく結び付けられているので、その概要を学び本当に素晴ら

しいと思いました。 

 

第５グループ（文化・芸術） 

 クロアチア 大学院生 

素晴らしい人たちに出会い、日本について新しいことをたくさん学ぶことができました。本

当にありがとうございました。皆さんと直接お会いできるのを楽しみにしています。プログ

ラムに関する情報をもっとウェブサイトに載せてほしいです。参加者や参加に興味のある

学生にとって、役に立つと思います。 

 ギリシャ 大学生 

北斎漫画の講義はとても興味深く、インタラクティブな部分がとても楽しかったです。いつ

もとても素晴らしい企画でした。そして、チーム内で、訪日についての私たちの期待を共有



 

できたことも、とても助かりました。 

ギリシャ 大学院生 

・アーティストと出会い交流したこと（充実した時間からより強い絆ができました） 

・文化的建造物を視察したこと（この国の歴史は息を呑むような素晴らしさがあります） 

・地下鉄を利用しての移動の間に東京の街中を歩いたこと（日常を経験したことで、より

広く良いイメージを得られました） 

ギリシャ 大学生 

三味線で「さくらさくら」の弾き方を習ったこと、一文人形の絵付けをしたことがとても

良かったです。日本の大学生と友情を築けたこともとても喜んでいます。 

ギリシャ 大学院生 

江戸切子づくり、チームラボの展示の視察、食べ物、東京藝術大学の交流などが多くの経

験ができました。 

 

第６グループ（中央アジア・コーカサス地域・「法の支配」） 

◆ アルメニア 社会人 

多くの気づきを与えてくれるプログラムへの参加を、とても楽しみにしています。 

◆ キルギス 社会人 

私は大のマンガ好きです。特に、このような素晴らしい先生から直接情報をいただけたこ

と、とても興味深かったです。今後、このような素晴らしい方々と実際にお話できる機会

があればと思います。 

◆ タジキスタン 社会人 

私は外務省の訪問が印象的に残りました。外務省職員はとても協力的且つ良いプログラム

を構成し、職員による講義は素晴らしかったです。パブリックディプロマシー（広報文化外

交）などに関する講義もあれば更に良かったと思います。学術的な面では、京都大学での講

義や交流も有意義でした。 

教授や学生との会話は、日本人とその考え方を理解する上で有益でした。お互いの文化を学

んだり、意見交換することができ、とても充実した時間を過ごすことができました。総じて

日本の政治や法の支配に触れ、良い人脈を作る機会にも恵まれました。この関係は長く続く

と確信していますし、将来的には協力関係を築くことができるかもしれません。 

文化的な面では、座禅や神社等への訪問がとてもよかったです。最後の晩餐は、東京湾から

の眺めが最高でした。 

◆ ジョージア 大学生 

このプログラムはとても印象的なものばかりですが、特に文化的、アカデミックな経験が出

来たことが何より良かったです。今まで知らなかったことを沢山発見することができまし

た。京都大学の訪問は、日本人の学生と交流することができ、一番の収穫でした。 

神社やミュージアムなど、日本の文化について知ることができたのもよかったです。 



 

◆ アゼルバイジャン 社会人 

最も印象的だったのは、様々な神社へ行ったり、政府機関を通して日本を文化的側面から探

求できたことです。日本人の個人的な関係や仕事上の関係、そして自分自身や他人に対する

考え方などを、より深く知ることができました。 

◆ タジキスタン 大学院生 

私はこのプログラムでとても良い経験をしたので、記録した 2,000 枚の写真やビデオをソ

ーシャルメディアなどで共有します。私が最も印象的だと感じたのは、日本人のマナー、礼

儀正しさ、優しさです。日本の弁護士や外交官のプロフェッショナルな姿勢にも感銘を受け

ました。京都は、日本文化にどっぷり浸かったので、特別な思い出となりました。素晴らし

いコーディネーターの方々に心から感謝します。 

 

 

６． 参加者の SNS での発信内容 

第１グループ（西バルカン・平和構築） 

 

2022年 9月 24日（Facebook） 

セルビア 大学生 

本日、2022年度の対日理解促進交流プログラム MIRAI

の第１回オンラインイベントとして、オリエンテー

ションが開催されました。イベント参加者は、細萱敦

教授による北斎漫画の講義を通じて、日本文化に触

れるとともに、MIRAI プログラム参加への期待を共有

することができました。 

 
 



 

2023年 3月 13日(Facebook) 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 大学院生 

このプログラムでは日本と西バルカン諸国との間

の、特に平和構築、経済、教育分野での、協力をより

強固なものとするという目的のもとに、（略）オンラ

インでのプログラムも含め、様々な施設、文化・歴史

的建造物を訪れることができました。私はこれまで

日本の文化、社会、経済には多くの素晴らしい面があ

るとずっと思ってきましたが、今回の訪日プログラ

ムで広島平和構築人材育成センター、上智大学等を

訪問することによってさらに多くのことを学ぶこと

ができました。こうした機会を与えてくださったこ

とに心より感謝し、日本大使館、RYCO、JICE と今後

も協力し合っていくことを楽しみにしています。 

2023年 3月 15日(Facebook) 

モンテネグロ 社会人 

広島を訪れたことは貴重な体験であり、学校で学ぶ

のと、実際に見たり聞いたりするのとでは、情報の定

着の仕方がいかに違うかを示す良い例となりまし

た。 

原爆投下直後から数年間、広島が経験したことを教

えてくれたガイドさんにとても感謝しています。私

が最も大切にしたいのは、戦禍を生き延びた彼の祖

父母の教えです。彼らの物語、強さ、恵みが話され共

有されることで、なにかしらの形で彼らの記憶が活

かされることはとても光栄であり感謝しています。

私たちの多くにとっては想像できないことですが、

プライドや復讐心を捨て、平和構築と団結に焦点を

当てた哲学に目を向けることが重要です。許しとレ

ジリエンスについて学んだことは、永遠に私の心に

残り続けます。 

 

  



 

第２グループ（政治・安全保障） 

 

 

 

2022年 9月 24日（Instagram） 

イタリア 大学院生 

東京工芸大学の細萱敦教授による素晴らしい講義

を実施して下さった MIRAI プログラムに感謝しま

す。テーマは、12世紀までさかのぼるマンガの長い

歴史についてです。今日、最も人気のある本の一種

が、これほど長い歴史を持つとは驚きです。 

2022年 9月 24日（LinkedIn） 

ギリシャ 大学院生 

日本のマンガは、何世紀にもわたって受け継がれてい

る日本の文化の象徴です。 

今日は、細萱敦教授が、マンガの歴史と進化、そして

この芸術的作品が日本の国際的地位や文化的アイデン

ティティに与える影響について教えて下さいました。 

MIRAI 参加者として日本を訪れる時が近づくにつれ、

私たちの日本への関心と関わりはさらに強くなり、形

を変えていくことでしょう。JICE の皆さん、このよう

な経験をさせていただきありがとうございました。 



 

 

 

2023年 2月 17日（Instagram） 

スペイン 社会人 

2022年度訪日プログラムの 2日目は、江田島市に

行き、初めて海上自衛隊第 1 術科学校を訪れ、学

校の歴史や機能について学び、その後施設を視察

しました。幹部候補生たちと同じ食堂で食事をし

（金曜日にしか出ない特別なカレーを食べまし

た）、グループで話をする機会を得て、彼らの人

生経験やその学校で学ぶ理由、国家安全保障につ

いての考えなど多くを知ることができました。 

（略）MIRAI プログラムに参加しなければ知るこ

とができなかったことを教えてくれた最も興味深

い視察の一つでした。 

2023年 2月 18日（Facebook） 

ドイツ 大学生 

MIRAI プログラムの最初の数日はあっという間に過ぎ

ていきました。東京に到着した後、広島に向かいまし

た。これまでに浅草寺を訪れ、GRIPSの学生たちと現

在の安全保障上の課題や各国の関与について話し合

い、また海上自衛隊の基地を視察しました。 

 



 

  

2023年 2月 18日（Twitter） 

スペイン 社会人 

被爆 2世の証言を通して、広島の歴史や世界に向け

た平和のメッセージを知ることができ、とても感動

しています。決して忘れません。広島の悲劇が二度

と起きないことを心から願っています。 

2023年 2月 22日（Facebook） 

ドイツ 大学生 

このような素晴らしいプログラムに参加できたこと

に、大変感謝しています。 

何にも代えられないこの機会を、学部生や卒業生、若

い社会人の仲間に是非お勧めしたいです。この経験の

一つひとつが大切で、忘れられないものになるでしょ

う。 

 

  



 

第３グループ（経済・ビジネス・グリーン） 

 

2022年 9月 24日（Facebook）（ギリシャ） 

MIRAI 同窓生と、2022/2023 年の訪日プログラム参加者を対象と

した、MIRAI オンライン訪日プログラムオリエンテーションが開

催されました。（略）この MIRAI オンラインイベントは、私たち

の期待を上回るものであり、私たちは北斎漫画の仮想世界に没入

しました。このプログラムは、外務省欧州局政策課の挨拶から始

まり、北斎漫画の紹介、北斎漫画デジタル鑑賞、北斎漫画と現代

漫画の比較、東京工芸大学の細萱敦教授の漫画についての講義な

ど、日本文化体験が続きました。その後、北斎漫画を通して新た

に発見した日本の魅力や MIRAI 訪日プログラムへの期待につい

て、小グループに分かれてディスカッションを行いました。今日

の MIRAI イベントのような国際交流が、ＥＵと日本の関係性強化

に貢献することを願っています。 

 

 

2022年 9月 24日（LinkedIn）（スペイン） 

本日、MIRAI プログラムの新しい試みとしてバーチャル講義が実施

されました。今回、私たちは、日本を代表する印刷会社である凸版

印刷の「江戸時代の漫画－北斎漫画から現代日本のマンガへ」とい

う講義に参加しました。（略）さらには、他の参加者達と、2023年

に実施される MIRAI 訪日プログラムへの期待について話す機会を得

ました。そこでは、参加者達が日本文化のどのようなことに興味を

持っているかを理解することができ、充実したディスカッションと

なりました。（略）  



 

 

2022年 9月 25日（Facebook）（イタリア） 

（略）日本を代表する印刷会社である凸版印刷株式会社に

よる「江戸時代の漫画－北斎漫画から現代日本マンガへ」

の講義と、東京工芸大学芸術学部漫画学科教授および研究

員である細萱敦氏の講義を聴きました。（略） 

この洞察に満ちた講義の後、MIRAI 参加者達はネットワー

ク構築と発表の場を持ち、訪日プログラムへの期待や、訪

日中、ソーシャルメディアを通して日本の美しさをどう発

信していくかについて話し合いました。 

このプロジェクトに参加する機会を与えてくれた日本の

外務省及び JICE の国際交流プログラムに感謝したいと思

います。来年訪日プログラムが実施され、私たちはともに

日本を訪れ、対面で会えることを願っています。 

 

2022年 12月 18 日（Instagram）（イタリア） 

昨日は、浅草と東京で最も古い仏教寺院である浅草寺を訪れ、初め

て日本の伝統文化に触れる機会を得ました。  

そこには、東京で最も古い商店街の一つである仲見世があります。

この日私が一番気に入ったのは大道芸です。 

幸いなことに、才能ある人々の情熱的でひたむきなパフォーマンス

を見ることができ、ずっと生でこのパフォーマンスを見たいと思っ

ていたので、とても刺激を受け感動しました。 この体験を心から楽

しんでいますし、夢が叶いました。 



 

 

2022年 12月 25 日（Facebook）（ポルトガル） 

（略）おおさか ATC グリーンエコプラザでは、日本が全国で取り組

んでいる SDGs の達成に向けた取り組みについて学びました。その

後、関西大学で学生のお点前による伝統的な茶道体験をしました。 

最後に、ものづくりビジネスセンターを訪れ、地域レベルで中小企

業への支援を行っていることを知りました。神戸では、UNOPS S3i イ

ノベーションセンター ジャパンが SDGs を活動の中核とするスター

トアップ企業をどのように育成しているかについての講義を聴きま

した。その後、神戸大学の学生とグループディスカッションを行い、

両国のサステナビリティに関する比較検討を行いました。東京では

上智大学を訪問し、上智大学生と一緒に、高齢化問題に関連する起

業意欲について、EUと日本の状況を比較検討しました。 ここで、私

たちを歓迎してくれた学生や教授に感謝の気持ちを込めて、日本語

でスピーチをしました。 その後、東京証券取引所を訪問し、IPO(新

規株式公開)のセレモニーを見学しました。最終日に、髙木啓外務大

臣政務官の前で成果報告会を行いましたが、言葉に言い表せないほ

ど特別な体験で、とても感慨深かったです。（略）この忘れられな

い素晴らしい機会を与えてくれた JICE と MOFA に、私は生涯感謝し

ます。ヨーロッパ各地から集まった信じられないほど優秀な若者た

ちと最高の時間を過ごし、私たちは皆、自国と日本とのつながりを

育むために貢献し続けたいと思います。 

また、今度、日本！本当にありがとうございました。 

 

  



 

第４グループ（科学技術・イノベーション） 

  

2022年 9月 24日（Facebook） 

エストニア 大学生 

（略）今日は日本と欧州の交流プログラム「MIRAI」

の一環として、細萱敦教授（東京工芸大学）から日

本の漫画の歴史についてわかりやすい説明を受け、

他の参加者とともに日本に関する主な関心事を話し

合いました。日本の漫画は、まず米国で人気を博

し、その後、米国で新しいディテールが加えられ、

その新しい形式が日本に戻ってきたことをご存知で

したか？こうして、マンガやその他のコミックの特

徴である雲の形の吹き出しができあがったのです。

このテーマの研究者から非常に興味深い紹介を受け

たプログラムに感謝します。 

2022年 9月 24日（Instagram） 

ポーランド 大学生 

今回は、葛飾北斎が江戸時代に描いた人物や動

物、仕事道具などの日常を描いた「北斎漫画」を

紹介でした。北斎の作品は、基本的に江戸の写生

家・絵師志望者の教科書として使われ、北斎の絵

を模写することで絵を学ぶことができた。北斎は

自分の絵の作品集を「漫画」と呼び、現在のマン

ガとは全く異なる意味を持っていました。東京工

芸大学の細萱敦教授による講義では、マンガの歴

史について学ぶことができました。（略） 



 

  

2023年 2月 18日（Instagram） 

エストニア 大学生 （略）東京理科大学、JAXA（こ

こは日本の NASA のような所）でロケットや指令セン

ターを見学しました。ここで 24 時間、ISSの日本の宇

宙飛行士をサポートしています。 

2023年 2月 18日（Instagram） 

スイス 大学院生 

（略）ここは、映画のように恐ろしい物ではなくも

っと人の役に立つ機械です。 

 

  



 

第５グループ（文化・芸術） 

 

 

2022年 12月 20 日（Facebook）（ギリシャ） 

東京で初めて出会うものは、（略）想像もしていな

かった全く新しい世界です！ 

2022年 12月 19 日（月）（Instagram）（ルーマニ

ア）人形の絵付けは落ち着いた素晴らしく素敵な時間

でした。 

 

2023年 2月 17日（Facebook）（ルーマニア） 

（略）私は温泉で知られる大分県の小さな町、別府についてお

話したいと思います。この町で私は、人生で最も素晴らしい精

神的な体験をしました。ひょうたん温泉で、私は純粋に魔法の

ような温泉を体験しました。岩でできた壁、水の音、匂い、湯

気、そして私が最も気に入ったのは、鏡と小さな椅子のあるシ

ャワーです。さらに、壮大なチームラボプラネッツ TOKYOの現

代美術館、東京藝術大学の学生と意見交換をしたこと、印象的

で巨大な地下鉄の路線、親切で尊敬できる人々など、挙げれば

きりがないほどです。（略）私にとっての日本は、スピリット

（精神）、マジック（魔法）、ライト（光）に関するものでし

た。いつか、また日本へ行きたいと思っています。この特別な

体験に感謝したいと思います。（略） 

 

  



 

第６グループ（中央アジア・コーカサス地域・法の支配） 

  

2022年 9月 24日（Facebook） 

キルギス 大学院生 

国境を越えた平和への貢献こそ MIRAIである 

 

2023年 3月 10日（Facebook） 

キルギス 大学院生 

高齢化社会、ジェンダー問題、国際的な法の支配、

平和と安全を維持するための国際法の意義などにつ

いて、濵本教授と京都大学の学生の皆さんと有意義

な議論ができたことに感謝します。 講義、グルー

プ討議、そして素晴らしい京都でインスピレーショ

ンを受けました。 



 

  

2023年 3月 9日（Facebook） 

アゼルバイジャン 社会人 

私は現在、日本の青少年交流プログラムである MIRAI

プログラムに参加させていただいております。 この

プログラムの一環として、私は日本で著名な専門家

による「法の支配」をテーマとした講義やセミナーを

受講しています。このプログラムの一環として、参加

者は外務省、法務省、最高裁判所などの著名な国家機

関を訪問し、その業務内容や日本の法の支配にどの

ように貢献しているのかについて貴重な洞察を得る

機会を得ています。さらに、東京と京都のさまざまな

史跡を訪ねる機会もあります。 

2023年 3月 12日（LinkedIn） 

キルギス 大学院生 

（略）外務省が支援する MIRAI プログラムのキルギ

ス大使として、今日、私は日本の最高裁判所を訪問す

る機会を得ました。 残念ながら、国家安全保障上の

理由から撮影は禁止されていました。 最高裁判所の

建物は鉄骨鉄筋コンクリート造で、日本の白御影石

がふんだんに使われています。深いコンセプトに基

づいて造られた、今まで見た中で最も美しい裁判所

でした。 建物内の像は、平和な社会と公正な正義を

象徴しています。 面白いところでは、一般市民が刑

事司法に関与しているのが印象的で、裁判員裁判や

保護司（犯罪者の更生・社会復帰を支援するボランテ

ィア）でしょうか。このようなボランティアの数が多

さに、安全で平和な社会を目指す市民の道徳的な観

点が表れています。 司法制度改革の成功は、市民の

関与と参加という包括的なアプローチによって達成

されます。 



 

 

2023年 3月 31日（Facebook） 

キルギス 社会人 

日本政府主催、JICE 実施の国際交流プログラム「法

の支配」の一環として、「MIRAI」（Japan's Friendship 

Ties Program）プログラムを無事終了することがで

きたことを大変光栄に思います。（略）プログラムの

イベントはテーマ関連のものと文化的なものに分け

ることができます。テーマ関連の視察では、外務省、

国際司法センター（法務省）、最高裁判所、京都大学

を訪問し、西村あさひ法律事務所（日本最大級の国際

総合法律事務所）で、700 人以上の法律家が世界 18

の事務所で緊密に連携している）では意見交換を行

いました。意見交換では、日本の法律、外交政策、法

律文化などについての知識を深めることができまし

た。文化体験では、東京と京都でさまざまな寺院、博

物館、レストラン、観光名所を訪れました。文化的な

部分の体験は、別の記事で投稿すべきとても価値の

あるものでした。1992 年 1月 26 日は、キルギスと日

本の外交関係樹立の日です。それ以来、日本政府がキ

ルギス共和国に対して行ってきた支援は、非常に大

きなものがあります。このように、日本の法律や政治

について貴重な知識を得るとともに、非日常的な日

本文化を体験できる素晴らしい機会を与えてくださ

った日本政府、JICE、京都大学、講師の皆様、そして

交流プログラム中に出会ったすべての日本人の方々

に深く感謝いたします。また、意見交換の議論に大き

く貢献し、私に忘れられない思い出を与えてくれた

プログラム参加者の皆さんにも感謝します。MIRAIプ

ログラムの中で築かれた友情の絆と仲間意識は、長

く続くと確信しています。 

 

 

プログラム参加中の様子や参加者の声は SNSを通して広く発信されています。 

Twitter, Instagram, Facebook ハッシュタグ：#MIRAI2022 #SharemyMIRAI 

 


